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こ
の
地
で
く
ら
す
誇
り
と
喜
び

大
山
と
活
き
る
ま
ち
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大
山
町
は
、日
本
海
か
ら
中
国
地
方

最
高
峰「
大
山
」の
頂
ま
で
を
含
む
、自

然
豊
か
な
町
で
す
。そ
の
環
境
を
生
か
し

た
第一次
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
や
、

誘
致
さ
れ
た
工
場
な
ど
の
第
二
次
産
業
、

商
業
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た

第
三
次
産
業
ま
で
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
産
業

が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
大
山
隠
岐
国
立
公
園
」に
残

る
手
付
か
ず
の
自
然
や
史
跡
の
数
々
、

「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ
日
本
最
大
の
大
山

牛
馬
市
」と
し
て
認
定
さ
れ
た
日
本
遺

産
な
ど
、こ
の
地
域
の
文
化
風
習
は
人
々

を
惹
き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
大
山
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
で
は
、

登
山
や
ス
キ
ー・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の

山
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ・

サ
ー
フ
ィ
ン・カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
海
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、そ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
つ

な
ぐ
サ
イ
ク
リ
ン
グ・キ
ャ
ン
プ
な
ど
、心

に
残
る
多
く
の
体
験
が
あ
な
た
を
待
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、観
光
誘
客
の
魅
力
と
な

大
山
の
魅
力
で
つ
な
が
る 

観
光
・
滞
在
・
定
住大

山
町
長 

竹
口
大
紀

る
だ
け
で
は
な
く
、町
民
の
暮
ら
し
に
も

潤
い
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
大
山
町
は
、観
光
、滞
在
、定
住
が
同

じ
魅
力
で
つ
な
が
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
磨
き
上
げ
、「
来
て
よ
し
」「
滞
在

し
て
よ
し
」「
住
ん
で
よ
し
」を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
み
な
さ
ま
、す
ば
ら
し
い
魅
力

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
大
山
町
を
ご
体

験
く
だ
さ
い
。

雄大な日本海を一望しながらそびえ立つ大山。
その気高き姿は大山町でくらす人々の誇りと喜び。
四季折々の自然と伝統を魅せてくれる特別で大きな存在。

美しき山麓を流れる清らかな水。生い茂る緑を抜ける古道。
一歩一歩すすめば
歴史を重ねたきらめく神秘の世界が広がる。

大山のブナの森がつくりだす清流は
海へ臨みたどり着き漁港の幸を潤す。

海越えこの地に渡りついた偉人は
あおく澄み渡る美しき自然の絵巻に心奪われただろう。

昔も今もそして未来も豊かな自然に感謝し
この地でしっかり生きていく。
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自
然

大
山
の
北
壁
と
も
み
じ
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
大
山
の
紅
葉
。

山
全
体
が
紅
く
色
づ
く

壮
大
な
絶
景
は

色
鮮
や
か
な
思
い
出
と
し
て

心
に
染
ま
り
ま
す
。

大
山
の
北
壁
と
も
み
じ
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
大
山
の
紅
葉
。

山
全
体
が
紅
く
色
づ
く

壮
大
な
絶
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は

色
鮮
や
か
な
思
い
出
と
し
て

心
に
染
ま
り
ま
す
。

「
魅
了
」

「
魅
了
」

暖
か
な
太
陽
と
風
が

木
々
た
ち
の
眠
り
を
覚
ま
し

新
し
い
生
命
の
葉
を
つ
け
ま
す
。

緑
に
包
ま
れ
た
山
道
を
進
み

山
頂
に
辿
り
着
く
と
、

あ
お
深
き
日
本
海
が
広
が
り
ま
す
。

暖
か
な
太
陽
と
風
が

木
々
た
ち
の
眠
り
を
覚
ま
し

新
し
い
生
命
の
葉
を
つ
け
ま
す
。

緑
に
包
ま
れ
た
山
道
を
進
み

山
頂
に
辿
り
着
く
と
、

あ
お
深
き
日
本
海
が
広
が
り
ま
す
。

「
雄
大
」

「
雄
大
」

青空にどこまでもつづく幻想的な純白の世界。

空が澄んだ晴れた日には日本海を眺めながら

ウインタースポーツを楽しめます。

青空にどこまでもつづく幻想的な純白の世界。

空が澄んだ晴れた日には日本海を眺めながら

ウインタースポーツを楽しめます。

「幻想的」「幻想的」

「神秘」「神秘」
ブナ林ブナ林 ▲森林に癒やされながら

大山の自然を満喫
▲森林に癒やされながら
大山の自然を満喫

▲大山寺の座禅体験▲大山寺の座禅体験

自然に包まれた白銀世界自然に包まれた白銀世界

天高く育つブナの森は空気と調和する

神が宿るかのような神秘の世界。

木漏れ日に照らされ歩けば、

時おり鳥のさえずりが響きます。

天高く育つブナの森は空気と調和する

神が宿るかのような神秘の世界。

木漏れ日に照らされ歩けば、

時おり鳥のさえずりが響きます。

自

然

　大山のブナ林は西日本最大の面積を誇っています。ブナは、日本の冷温帯を代表する高木で、樹高が20ｍを越えま
す。大山のブナ林は、南方系と北方系の植物が混在するため、植物の種類が多いという特徴があります。それに伴い、
昆虫や野鳥など動物の種類も多くみられます。また、ブナ林は水を貯える力が強いため、「緑のダム」とも呼ばれます。
ブナ林によってもたらされた水は、飲み水だけでなく、田畑を潤し海の生き物を育むなど私たちの生活に多くの恩恵を
与えています。

「ダイセン」と名のつく動植物「ダイセン」と名のつく動植物

　大山で初めて発見されたものや大山が代表的な産地である動植
物には、その名に「ダイセン」がつけられています。

ダイセンキャラボクはイチイ科の低木で、鳥取県の木、大山町の木で
す。大山９合目付近のダイセンキャラボク純林は国の特別天然記念物
に指定されています。キャラボクは、日本海側の多雪地の山地に分布
し、大山が国内の分布西限です。

　ダイセンキスミレは、その名のとおり黄色の花を咲かせるスミレで、
県内で見られる黄色のスミレはダイセンキスミレだけです。
ダイセンクワガタは、果実を包む細長いがくが、兜（かぶと）の鍬形（く
わがた）に似るのでこの名があります。初夏、淡い青紫色の花を咲か
せます。県内では大山にのみ生育しています。

　ダイセンニシキマイマイは、今から８０年前に大山の山頂付近の草
原で発見されたカタツムリの仲間です。名前のとおり錦模様が美しく、
殻径は約５センチ、殻高は約３センチと大型です。

ダイセンキャラボク

ダイセンキスミレ

▲ダイセンニシキマイマイ ▲ダイセンクワガタ
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　国史跡妻木晩田遺跡は、弥生時代後半
（1～3世紀）頃に営まれた大集落。
　居住域に墓域を含む広大な遺跡で、大山
山麓に存在したであろうクニの中心的なム

　国史跡妻木晩田遺跡は、弥生時代後半
（1～3世紀）頃に営まれた大集落。
　居住域に墓域を含む広大な遺跡で、大山
山麓に存在したであろうクニの中心的なム

弥
生
の
国
邑

弥
生
の
国
邑

妻
木
晩
田
遺
跡

妻
木
晩
田
遺
跡

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

金
龍
山
退
休
寺

金
龍
山
退
休
寺

所
子
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

所
子
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

大
山
信
仰

大
山
信
仰　中国

地
方
最
高
を
誇
る
大
山
。

　『出
雲
国
風
土
記
』の
国
引

き
神
話
に
大
神
岳（
火
神
岳
）

と
書
か
れ
る
な
ど
、い
に
し
え

よ
り
人
々
の
信
仰
を
あ
つ
め

た
山
で
す
。

　大
山
中
腹
に
は
、地
蔵
菩
薩

の
垂
迹・大
智
明
権
現
の
信
仰

を
中
心
に
、山
岳
信
仰
、天
台
密

教
や
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
寺
院
が
展
開
し
、「
伯
耆
の

大
山
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　大
山
寺
は
、伯
耆
地
方
を
中

心
に
中
国
地
方
に
広
が
る
信

仰
圏
を
有
し
、地
方
の
大
寺
院

と
し
て
栄
え
、僧
兵
三
◯
◯
◯

人
と
呼
ば
れ
た
勢
力
を
誇
り
ま

し
た
。

　近
世
に
は
幕
府
か
ら
寺
領

三
千
石
を
安
堵
さ
れ
て
、地
蔵

信
仰・牛
馬
信
仰
や
日
本
三
大

と
言
わ
れ
た
牛
馬
市
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　大
山
の
北
西
麓
は
農
業
が
盛
ん
な
地
域

で
、農
村
の
姿
を
よ
く
留
め
る
所
子
集
落

は
、国
か
ら
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　集
落
内
に
は
、重
要
文
化
財
の
門
脇
家

住
宅
を
は
じ
め
、県
指
定
、国
登
録
有
形
文

化
財
な
ど
の
建
造
物
を
核
に
、昭
和
30
年

代
前
半
頃
ま
で
に
伝
統
的
な
工
法
で
建
築

さ
れ
た
家
屋
が
群
と
し
て
残
さ
れ
、周
囲
の

田
畑
や
、集
落
内
を
流
れ
る
水
路
な
ど
が一

体
と
な
っ
て
、伯
耆
地
方
の
伝
統
的
な
農
村

の
風
景
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　元
弘
3
年（
1
3
3
3
）、隠
岐
島
を
脱
し
た
後
醍
醐
天
皇
は
伯

耆
の
海
岸
に
着
船
。当
地
の
名
和
氏
が
、天
皇
を
迎
え
て
船
上
山
に

奉
じ
、船
上
山
合
戦
で
勝
利
を
お
さ
め
て
、建
武
の
新
政
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　町
内
に
は
、天
皇
ご
着
船
の
伝
承
地
や
、名
和
氏
の
屋
敷
跡
と
伝

わ
る
名
和
公
屋
敷
跡
、合
戦
で
命
を
落
と
し
た
一
族
郎
党
の
墓
と
伝

わ
る
五
輪
塔
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、名
和
氏
の
菩
提
寺
と
伝
わ
る
萬
歳
山
長
綱
寺
、村
人
が
名

和
長
年
を
氏
の
殿
と
し
て
奉
っ
た
氏
殿
神
社
、南
朝
の
忠
臣
・
名
和

長
年
と
一
族
四
十
二
柱
を
祀
っ
た
旧
別
格
官
幣
社・名
和
神
社
な
ど

の
社
寺
も
あ
り
ま
す
。現
在
、こ
れ
ら
太
平
記
ゆ
か
り
の
地
の
足
跡

を
た
ど
る「
太
平
記
ウ
ォ
ー
ク
」も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　延
文
2
年（
1
3
5
7
）に

山
陰
で
初
め
て
開
か
れ
た
曹

洞
宗
寺
院
の
古
刹
。

　山
内
の
五
塔
頭
か
ら
末
寺

が
増
え
、伯
耆
地
方
に
お
け

る
曹
洞
宗
の
本
山
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。町
指
定
文
化
財

の
山
門・土
塀
な
ど
が
往
時

の
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　末
寺
に
は
、通
称「
ふ
じ

寺
」と
し
て
知
ら
れ
る
仏
通

山
住
雲
寺
や
、小
泉
八
雲
が

「
盆
踊
り
」（
い
さ
い
踊
り
）に

感
銘
を
受
け
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
小
泉
八
雲
ゆ
か
り
の

寺・泰
平
山
妙
元
寺
も
有
名

で
す
。

『
太
平
記
』ゆ
か
り
の
地

歴
史
と
文
化

大
山
寺
阿
弥
陀
堂

伯耆地方の伝統的な
　農村の姿をいまに伝える所子の町並み 門脇家住宅

「ふじ寺」で知られる
仏通山住雲寺

小泉八雲ゆかりの
泰平山妙元寺

　明
治
初
め
に
進
め
ら
れ
た
神

仏
分
離
に
よ
っ
て
、大
山
寺
本
社

で
あ
っ
た
大
智
明
権
現
社
は
大

神
山
神
社
の
奥
宮
と
定
め
ら
れ

て
寺
号
が
廃
さ
れ
、神
仏
習
合

の
大
山
寺
の
歴
史
は
絶
え
ま
し

た
。そ
の
後
、明
治
36
年
の
寺
号

復
活
に
よ
っ
て
新
た
な
大
山
寺

が
興
さ
れ
ま
し
た
。

　大
山
寺
の
往
時
の
繁
栄
を
伝

え
る
遺
跡
が
、平
成
28
年
に
は
史

跡
大
山
寺
旧
境
内
と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。同
年

「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ
日
本
最

大
の
大
山
牛
馬
市
」の
ス
ト
ー

リ
ー
が
日
本
遺
産
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

大
神
山
神
社
奥
宮

名和神社

萬歳山長綱寺

氏殿神社

名和公屋敷跡

後醍醐天皇の御腰掛の岩

名和公一族郎党の墓

ラだったと考えられています。
　現在は県立の史跡公園が整備されてお
り、復元された堅穴住居などの見学に多く
の人が訪れています。

ラだったと考えられています。
　現在は県立の史跡公園が整備されてお
り、復元された堅穴住居などの見学に多く
の人が訪れています。
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二十世紀梨

新甘泉 王秋

大山そ
ば

だい
せん町産の

おいしいもの
  山

郷土
料理

一次
産品

加工品

の
も
い
し
い
お

大山山麓の豊かな土と水、日本海の壮大な海。

山と海に囲まれた大山町は、おいしさ盛りだくさんの恵みの町です。

大山から流れる天然ミネラル成分をたっぷり含んだ清流は
海へと流れ着き、美しい海がつくられます。また、日本海
には暖流と寒流がまじわり良質なプランクトンが多く生息
します。自然豊かな海の恵みからおいしい魚が育つのです。

海の日本海の の恵みの恵み

大山には火山灰を母材とした黒ボク土がひろがります。
黒ボク土は有機物が含まれており、大山で育つ実りを
おいしくしてくれます。

ブル
ーベリー

畜産

白ネギ

ブロ
ッコリー

サザエ

サワラ 板わ
かめ 岩ガキ

うに

梨

大山
おこわ

りんご

お茶
＆紅茶

米

大地
西日本最大規模を誇るわ
い性りんご団地では、つ
がる、千秋、ジョナゴール
ド、ふじなどを栽培。リン
ゴ狩りができます。
【収穫時期】9月～11月頃まで

牛、豚、鶏など大山
の豊かな自然で
育った畜産は全国
でも高い品質が認
められています。

西日本トップの生産量で
す。「大山ブロッコリー®」
としてGI登録され、ブラ
ンド化されています。なか
でも「きらきらみどり」は、
栽培方法や美味しさを
厳しく限定した高品質の
ブロッコリーです。

祭時や例祭に各家庭で食
されていた大山の伝統食
です。鶏肉、野菜、栗をも
ち米で炊き上げます。季
節の野菜や山菜を加える
など、一年中親しまれて
います。

大山のブナの森から流れ
る冷たい水と、黒ボク土の
豊かな自然の中で育った
米は県内外で高い評価を
受けています。無農薬や
有機栽培などにこだわっ
た米づくりも盛んです。

大山の標高３００ｍの高冷
地でゆっくりと育った茶葉
は香り高く深い味わいで
す。また北米原産のエキ
ナセアも栽培されハーブ
ティーとして大山の新しい
名品となっています。

大山寺僧侶の奨励によっ
て蕎麦栽培が広がりまし
た。小麦粉2、蕎麦粉8の
二八が基本。大山のふも
とで育った蕎麦の実を、甘
皮まで挽いた香り豊かな
素朴な味わいです。

二十世紀梨を柱に、新品
種の新甘泉、王秋の栽培
がされてます。大山の肥
沃な大地と湧き出るミネ
ラル豊富な水で育った果
実は、みずみずしく爽やか
かな甘さが広がります。
【収穫時期】8月～9月頃まで

県内で獲れた岩ガキの
13cm以上の高品質なも
のは、夏輝（なつき）として
認定されます。大山町の
沖合いでもおいしく育っ
た夏輝が収獲されます。
【収獲時期】6月～7月頃まで

大山町の沿岸では、ばふ
んウニや幻のウニである
赤ウニなど新鮮なウニが
収獲できます。最盛期の
夏季には岩ガキと並ぶ山
陰の夏の味です。
【収獲時期】7月

大山の雪どけ水や植物プ
ランクトンの豊富な栄養
を受けて育った天然わか
め。一枚一枚丁寧に紙の
ように薄く干して板わか
めがつくられます。
【収獲時期】4月

近年、回遊の経路の変化
のため日本海でも漁獲さ
れるようになりました。御
来屋港でも県内トップク
ラスの水揚げ量を誇り、新
たな名物となっています。
【収獲時期】10月～7月頃まで

県内数多くある漁港の中
でも、大山町の御来屋港
が県下一の水揚げを誇り
ます。旬の5月はさざえ祭
りが開催され、町の名物と
なっています。
【収獲時期】5月、7月～8月頃まで

（6月は禁漁）

黒ボク土の酸性土壌はブ
ルーベリー栽培に適して
おり、早生から晩生まで幅
広い品種が育てられてい
ます。大山の自然の恵み
が詰まっています。
【収穫時期】6月～9月頃まで

黒ボクの土壌で甘みと
食味に優れた白ネギが
栽培されています。春ネ
ギ、夏ネギ、秋冬ネギと
土壌に合った品種が栽
培され、通年味わうこと
ができます。

大山山麓のブナ林は西日本最大級の面積を誇り
ます。ブナ林は広く深く根を張り、雨水を蓄え
浄化。この町に絶え間なくおいしい水を運んで
くれる “森の天然ダム” です。

大山山麓の大山山麓の の恵みの恵み

自然と共生自然と共生 の恵みの恵み
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大山恵みの里   
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ふれあい会館

大山西小学校●

こうれいコミュニティーセンター
大山公民館高麗分館
●   

大山小学校●

大山寺本堂

阿弥陀堂
大山寺
阿弥陀堂

旧境内史跡大山寺旧境内

大山自然歴史館大山自然歴史館

大山町観光案内所大山町観光案内所

大山林間MTBトレイルコース●大山林間MTBトレイルコース●

大山参道市場大山参道市場

大山火の神岳温泉
豪円湯院

大山火の神岳温泉
豪円湯院

木の根神社●
逢坂八幡神社

●

中山野鳥の森●

中山中学校
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●退休寺

●岩井垣城跡

妙元寺●

中山ふれあいセンター

中山農業者
トレーニングセンター

中山小学校

中山公民館

大山保育所●

仁王堂公園

●
県立大山青年の家

●人権交流センター

●風車太空海号

●庄内保育所

一息坂峠
●

●文芸の小径

中山温泉館
ゆーゆー倶楽部
NASPAL
生活想像館

   ふるさとフォーラムなかやま
   福祉センターなかやま/文教の森四季彩園/友好館
●上屋付多目的広場/図書館/中山みどりの森 保育園

●現代工芸美術の里

大山診療所
●

大山総合体育館●

大野池

赤松池

名和小学校
名和中学校

●

住雲寺（ふじ寺）
●

●
むきばんだ
史跡公園

中高ふれあい●
文化センター   

●
名和

クリーンセンター

●

9

●
●

●
●●
●

名和さくらの丘保育園

お魚センターみくりや

●●
●●後醍醐天皇御腰掛の岩

大山中学校

●門脇家住宅
　所子伝統的
　建造物群保存地区

●

大山町役場中山支所
中山農村環境改善センター

●

●
●

●
●

●

● 大神山神社奥宮

●桜並木

豊房桜並木

●神田りんご園

夕陽の丘神田
●

●神田ゴルフクラブ

大 山

ハマナス自生
南限地帯

●

後醍醐天皇
御着船碑

●

まぶや
●

●

●

●

●

●

   二本松
●ゴルフ練習場

●だいせんホワイトリゾート

大山農村環境改善センター
大山農業者トレーニングセンター
大山公民館大山分館

●

名和IC

  名和総合運動公園
●名和農業者
   トレーニングセンター

●●

●

大山IC

淀江IC

中山IC

赤碕中山IC

●●

大山町役場大山支所
保健福祉センターだいせん
大山きゃらぼく保育園
大山ひめぼたる保育園
大山口診療所

大山町役場大山支所
保健福祉センターだいせん
大山きゃらぼく保育園
大山ひめぼたる保育園
大山口診療所

保健福祉センターなわ
名和診療所

教育支援センター「寺子屋」
名和公園         

名和神社             

保健福祉センターなわ
名和診療所

教育支援センター「寺子屋」
名和公園         

名和神社             

大山町役場本庁
名和公民館

大山町役場本庁
名和公民館

大山
口

360度自然が見渡せる大パノラマの芝生公
園。園内にはチビッコに人気の自由広場・遊具
もあり、週末には多くのファミリーの憩いの場
としてにぎわっています。

仁王堂公園

名和地区にある、南に大山、北に日本海・島根半
島が一望できる丘陵地で、夕日が見れる絶景ス
ポットとして定評があります。

夕陽の丘神田

中山地区にある町立図書館。名和分館、大山分
館があります。各図書館への利用が不便な方の
ために、図書巡回車を使用した「動く図書館」も
行っています。

大山町立図書館

大山参道市場

大山町

大山周辺のおいしいものに出会える道の駅で
す。朝採れ野菜や、地元の加工品まで品揃え豊
富。レストランでは、地元の素材にこだわったお
食事やスイーツが味わえます。

道の駅 大山恵みの里

1階は御来屋港で水揚げされた新鮮な魚介類が
購入できる直売コーナー。2階は港を一望しなが
ら新鮮な地魚料理を堪能できるレストラン。日本
海のおいしさ満載です。

お魚センターみくりや

大山の麓にある日帰り温泉です。アルカリ性単
純温泉の泉質は美肌やリラックス効果が期待で
き「美肌の湯」と言われています。

中山温泉館ゆーゆー倶楽部NASPAL
大山と大山周辺地域の特産品を取り揃えてい
ます。焼きたてパンとコーヒーを楽しめるカフェ
も併設しています。

大山町
MAP

名和
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ポットとして定評があります。

夕陽の丘神田

中山地区にある町立図書館。名和分館、大山分
館があります。各図書館への利用が不便な方の
ために、図書巡回車を使用した「動く図書館」も
行っています。

大山町立図書館

大山参道市場

大山町

大山周辺のおいしいものに出会える道の駅で
す。朝採れ野菜や、地元の加工品まで品揃え豊
富。レストランでは、地元の素材にこだわったお
食事やスイーツが味わえます。

道の駅 大山恵みの里

1階は御来屋港で水揚げされた新鮮な魚介類が
購入できる直売コーナー。2階は港を一望しなが
ら新鮮な地魚料理を堪能できるレストラン。日本
海のおいしさ満載です。

お魚センターみくりや

大山の麓にある日帰り温泉です。アルカリ性単
純温泉の泉質は美肌やリラックス効果が期待で
き「美肌の湯」と言われています。

中山温泉館ゆーゆー倶楽部NASPAL
大山と大山周辺地域の特産品を取り揃えてい
ます。焼きたてパンとコーヒーを楽しめるカフェ
も併設しています。

大山町
MAP

名和
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